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同
仁
会
に
入
職
し
て
ま
だ
２

カ
月
程
で
す
が
、
福
島
被
災
地

視
察
・
フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま
つ
り

で
の
構
成
劇
出
演
と
、
本
当
に

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
ま
す
。
１
日
１
日
に
初
挑

戦
の
事
が
あ
り
、
新
鮮
な
毎
日

で
す
。

　

「
と
も
」
の
編
集
も
と
て
も

新
鮮
な
経
験
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と

も
多
く
、
ご
迷
惑
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
編
集
を
通
じ
て
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
、
耳
原
・
友
の
会

へ
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
言
葉
を

伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
精
一
杯

努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
藤
原
）

● 

応
募
方
法
／
郵
便
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
友
の
会
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
記
入
の
う
え
、

● 

あ
て
先
／
〒
５
９
０
―
０
８
２
４　

堺
市
堺
区
老
松
町
２
丁
58
―
１

　

友
の
会
事
務
局
「
お
楽
し
み
ク
イ
ズ
」
係
あ
て
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
し
め
き
り
／
２
０
１
６
年
７
月
13
日（
水
）消
印
有
効

● 

当
選
発
表
／
厳
正
な
る
抽
選
の
上
、
10
人
の
か
た
に
賞
品
（
図
書
カ
ー
ド
５
０
０

円
分
）
を
。
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答
は
が
き
に
書
か
れ
た
「
ご
意
見
」
は
、
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ヨ
コ
の
キ
ー

①
―
―
淑
女
諸
君

③
努
力
が
〇
〇
に
帰
す
る
。

〇
〇
虚

⑤
下
手
の
―
―

⑦
人
命
を
救
助
す
る
こ
と

⑨
〇
〇
晴
ら
し

⑩
レ
ジ
ス
タ
ー
の
略

⑫
縦
糸
と
―
―
が
交
差
す
る

⑭
〇
〇
付
け
、
品
〇
〇

⑮
―
―
が
残
る
、
―
―
が
ま

し
い

タ
テ
の
キ
ー

①
―
―
契
約
、
―
―
採
用

②
商
売
を
す
る
上
で
の
才
能

③
ゴ
ミ
入
れ

④
〇
〇
と
乾
季

⑥
日
本
人
の
主
食

⑧
夕
方
、
日
暮
れ
時

⑪
―
―
と
事
故
と
の
両
面
で

捜
査

⑫
〇
〇
に
趣
味
を
楽
し
む

⑬
巨
万
の
〇
〇
を
得
る

　カギを解き、二重ワクに入る
文字をＡＢＣ順に並べてできる
言葉は何？都

知
事
様　

一
流
ホ
テ
ル
の　

寝
心
地
は 

安
東　

利
彦（
西
区
上
野
芝
町
）

編編編編
集集集
後後後後
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●４月号の答　
「シンニュウセイ（新入生）」
●応募数／77通

遠
き
日
の　

母
に
似
る
手
で

よ
も
ぎ
摘
む　

去
年
と
同
じ　

川
沿
ひ
の
道 
山
岡
キ
ミ
ヱ（
西
区
神
野
町
）

メ
ー
デ
ー
の　

出
で
立
ち
の
ま
ま　

出
勤
す 

前
田　

夏
子（
和
泉
市
光
明
台
）

＊
句
を
詠
む
時
の
情
景
や
思
い
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

＊
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
次
回
締
め
切
り
は
、
２
０
１
６
年
７
月
13
日
（
水
）
で
す
。

＊
特
に
、
俳
句
・
短
歌
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
の
役
員
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
自
治
体
の
労
働
組
合
と
し

て
、
地
域
の
労
働
者
・
住
民
の

た
め
に
地
域
の
活
動
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
障
害
者
作
業
所
の
送

迎
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
耳
原

病
院
の
送
迎
バ
ス
の
仕
事
を
見

て
興
味
を
持
た
れ
た
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
そ
し
て
４
年
前
に
大

型
免
許
を
取
得
さ
れ
、
２
、
３

年
程
前
に
「
送
迎
の
仕
事
が
し

た
い
」
と
職
員
に
相
談
し
て
、

障
害
者
作
業
所
の
運
転
手
と
し

て
朝
夕
の
送
迎
を
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

友
の
会
と
の
出
会
い
は
昭
和

55
年
頃
、
堺
市
民
祭
り
の
事
務

局
を
、
同
仁
会
や
様
々
な
民
主

団
体
と
と
も
に
運
営
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
耳
原
病
院
・
友

の
会
の
活
動
を
広
げ
て
い
け
る

よ
う
に
、
泉
北
地
域
に
耳
原
病

院
の
拠
点
づ
く
り
を
願
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

 

（
写
真
・
文　

事
務
局
）

　

昭
和
24
年
７
月
、
４
人
兄
弟

の
末
っ
子
と
し
て
和
泉
市
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
時
代

は
、
近
く
の
雑
木
林
で
蝉
取
り

や
冒
険
に
繰
り
出
し
、
池
で
遊

ん
だ
そ
う
で
す
。

　

中
学
・
高
校
時
代
は
ご
く
普

通
の
生
徒
で
、
高
校
で
は
放
送

部
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
近
畿
大

学
の
二
部
で
建
築
関
係
の
勉
強

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
昭
和
47
年
に

堺
市
役
所
に
就
職
さ
れ
、
２
年

目
か
ら
労
働
組
合
の
青
年
部
に

入
ら
れ
、
そ
の
後
長
ら
く
労
働 松

まつ

本
もと

　恒
つね

憲
のり
さん

栂南支部

会員会員さんさん
紹介紹介 15

Ｆ Ｂ

D

C
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世話人さんを中心に
必要な荷物を運びこ
んで…オープンめざ
して鋭意！準備中　

たまり場
支部の

紹 介紹 介

百
舌
鳥
支
部「
た
ま
り
場
」

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン310
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Ｊ
Ｒ
阪
和
線

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

百舌鳥駅百舌鳥駅 堺赤畑町
郵便局
堺赤畑町
郵便局

ローソンローソン

百舌鳥赤畑町
会館
百舌鳥赤畑町
会館

石田歯科石田歯科

サークルＫサークルＫ

赤畑村
ほっこり亭
赤畑村
ほっこり亭

梅北南梅北南

オープン記念の式を行います
と　き 　６月18日（土）午前10時～

ところ 　北区百舌鳥赤畑町４丁305
　　　　　中沢マンション101号

　昨秋から準備してきた北区百舌鳥地域での支部作りは、つい
に、実現！
　東西支部から分離し、百舌鳥支部として独立します。同時に
『たまり場』もオープンします。
　その最初のオープニング記念を６月18日（土）午前10時より
開催します。

ぜひ、お立ち寄りください。
ココです。（３階建マンションの１階）

祝


